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『120分 de法華経！』     vol.10 Jan.2025 

━━ Let’s  embark on a journey to discover our own “perspective on the Lotus Sutra”. 

 （みんなで“法華経観”を見つける旅に出よう） 
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○ 「習学」の３つのステップ「聞
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」 

（『若し聞解し思惟し修習することを得ば、必ず阿耨多羅三藐三菩提に近づくことを得たり』） （法師品  二〇九頁三行）  
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○『十分の一でも実践できれば、いや、その一つにでも徹することができれば、 

りっぱな精進といえる』     (『新釈法華三部経 第一巻』 P8・8行／P5・1行) 

  

 ※ 表記  例：(P353・1行／P259・7行) ⇨ (『新釈・文庫版』頁数／『新釈・単行本』頁数) 

 

 

◇     ◇     ◇ 

＜薬草諭品のあらすじ＞   

【仏は、衆生が何を願い、何を行なうかの様々な機根を知り、法を説き分ける『法王』】━ 

【一三四頁 一行】 その時、世尊は摩訶迦葉（まか かしょう）をはじめとする四大声聞と、多くの大弟子た

ちに次のように仰せになりました。 

「よろしい。迦葉（かしょう）よ。如来の『真実の功徳』についてよく説きました（『信解品』で）。『長

者窮子の譬え』で示してくれたことは、まさに『真実の功徳』を説き明かしたものです。しかし

如来の智慧というものは、もっと深く、その智慧の教えは果てしなく大きな功徳があるのです。

／（『汝等（なんだち）若し無量億劫に於て説くとも盡（つ）くすこと能（あた）わじ』） あなた達がどんな

に無限の時間をかけても、決して説き尽くすことができるものではありません。迦葉よ。よく

心得なさい。如来は『諸法の王』であり、最高の教え、『真理』を知る者です。／（『若し所説ある
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は皆空（むな）しからず』） 如来が説く教えには一切の無駄は無く、空理空論で終わりません。全

てが『真理』であり、実効性・効果性が必ず現われるものです。如来は全ての教えを知り尽くし

ているために、あらゆる人々に対して正しい方便を用いて『真理』を説くことが出来るのです。

そして如来は、全人類がこの世の実相を悟る境地にまで導こうとするものであります」 

【一三四頁 六行】 （『如來は一切諸法の歸趣（きしゅ）する所を觀知（かんち）し』）「如来は、この世の一切の

出来事がこれからどのように推移していくのか、そしてその顛末（てんまつ）がどうなるのかを、

手に取るように見通しています。と同時に、／（『亦（また）一切衆生の深心（じんしん）の所行（しょぎ

ょう）を知って』） あらゆる人々が何を考え、何を願っているか。そして、その心の奥の動きまでを知り、

人々が何を行い、何を行おうとしているかを全て見抜いているのであります。このように如来は、／

（『又諸法に於て究盡（くじん）明了（みょうりょう）にして』）一切の出来事の全ての真相を知っているた

めに、あらゆる人々に対して本当の智慧を説き示すことが出来るのです」 

 

【『三草二木の（さんそう にもく）の譬え ／ 薬草の譬え』】━ 

【一三四頁 終三行】  「迦葉よ。この世の全ての山、川、谷、平地にある草木、藪（やぶ）、林、森には

様々な薬草があり、種類も名前も形も様々です。これらの草木が干ばつの渇きで雨を求めてい

る時、上空一面に雲が広がり、地上を覆（おお）ったとしましょう。そして雲間から雷が起こり、

その音が遠くから聞こえて来ると、恵みの雨を求めているすべての者たちは 【（偈） 一三八頁 三行】 

（『衆をして悦豫（えっちょ）せしめ』）大いに喜びます。【（偈） 一三八頁 四行】 （『日光掩（おお）い蔽（かく）して 

地の上（うえ）淸涼（しょうりょう）に 靉靆（あいたい）垂布（すいふ）して 承攬（じょうらん）すべきが如し』） 雲は

照りつける太陽をさえぎり、熱さに苦しんでいた地上は涼しくなってきます。雲は低く垂れこ

め、手を伸ばせば恵みの雲がすぐにでも手に届くようになります。【（偈） 一三八頁 四行】  地上を覆（お

お）った雲からは、四方に等しく雨が降ります。その雨はどんな草木や藪（やぶ）や林、そこに

生えている全ての薬草、穀物の苗（なえ）、サトウキビ、ブドウなど全農作物に、平等に降り注ぎま

す。雨は小さな根も、小さな茎（くき）も、小さな枝も、小さな葉も、そして中くらいの根、茎、

枝、葉も、あるいは大きな根、茎、枝、葉に対して、何一つ差別なく、等しく降り注ぐのです。

仏の教えとはちょうどそのようなものです」 

【（偈） 一三八頁 八行】 （『乾地（かんぢ）普く洽（うるお）い 薬木（やくもく）並（ならび）に茂り』）「雨によって乾

（かわ）いた大地は一気に活気づき、【（偈）一三八頁 八行】 （『一味（いちみ）の水に 艸（そう）・木（もく）・叢林

（そうりん）分に隨（したが）って潤いを受く』）薬草や樹木は、それぞれの分に応じて雨を受け止め、

みんな勢いよく茂って行きます。【（偈） 一三八頁 終四行】 （『一切の諸樹（しょじゅ） 上中下等しく 其（そ）の

大小に稱（かの）うて 各（おのおの）生長（しょうちょう）することを得（え）～ 一雨（いちう）の及ぼす所 皆鮮澤

（みな せんたく）することを得（う）』）全てに等しく降り注ぐ雨のおかげで、根・茎・枝・葉・花・実

などは生き生きとし、鮮やかに彩（いろど）りを増します。草木にはそれぞれの違いがあるため、

同じ雨を受けても成長の仕方、茂り方の違いがあるのですが、雨が平等に注がれるという点で

は、仏の教えもちょうどそのようなものであります」 

【一三五頁 二行】（『諸樹（しょじゅ）の大小、上中下に隨（したが）って各（おのおの）受くる所あり』）「このよう

に雨を受け止める草木のほうでは、草木の大小や種類の違いによって雨の受け取り方に違いが

生じます。同じ雲から同じ雨が降ってきたにもかかわらず、草木はそれぞれ成長の度合いが違
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い、違う種類の花を咲かせ、違う実を結びます。同じ土地に咲き、同じ雲から降り注ぐ雨であ

っても、／（『而（しか）も諸の艸木（そうもく）各（おのおの）差別（しゃべつ）あるが如し』）その雨の受け止

め方が草木によってはこんなにも違いがあるのです。まさに仏の教えと衆生の関係も、これと

同様であると言えます」        ━  【三草二木（さんそう にもく）の譬え／薬草の譬え】 

 

【一三五頁 四行】 【（偈） 一三八頁 終行】「迦葉（かしょう）よ。よく知りなさい。如来は丁度この大雲（だいうん）のよ

うなものです。／（『世に出現すること大雲の起るが如く』）（『世に出現すること 譬えば大雲の普（あま

ね）く一切に覆（おお）うが如し』）如来がこの世に出現するのは、大雲が世界を覆（おお）い、雨を

降り注ぐようなもので、如来は世界中を大きく包み込み、生きとし生けるものすべてを教えに

よって救おうとします。そして、如来は一切衆生に、次のように宣言するのです」 

 

【仏の宣言 『如来の使命』について】━  

 【（偈） 一三九頁 三行】 （『我は爲（こ）れ如來 兩足（りょうそく）の尊なり 世間に出（い）ずること 猶（な）お大雲の

如し』）「『私は真理の体現者で、真如の世界からやってきた者です。人間のうちで最も尊い存

在です。私が世に出現するのは、まさに大雲がわき起こるようなものです。／（『一切の枯稿

（ここう）の 衆生を充潤（じゅうにん）して 皆苦を離れて 安穏の樂 世間の樂 及び涅槃の樂を得せしむ』）一

切の人々の枯れ果てた心に潤いを与え、すべての苦から離れさせ、心の安らぎによる幸福と、世間的

な幸せを与え、すべての現象・万物と調和した境地を得さしめるために、この世に出現するのです』」 

 

【仏の宣言 『如来の十号』を具えた者】━  

【一三五頁 七行】「『私は、➊（【如来】） 真如の世界からやって来た者、つまり、『真理の体現者』です。

➋（【応供】・おうぐ） 世のあらゆる尊敬を受けて供養に値（あたい）する者であり、➌（【正偏知】・しょうへんち）／ あ

らゆる智慧を正しく具えた者で、➍（【明行足】・みょうぎょうそく）／ 行学二道を具えた者です。➎（【善逝】・ぜんぜ

い） ／あらゆる迷いから離れて、正しき善い行いの実践者であり、➏（【世間解】・せけんげ） ／世の全てのあ

りようを見極める能力を具え、➐（【無上士】・むじょうじ）／ この世の最高の人格者です。➑（【調御丈夫】・じょう

ごじょうぶ） ／全ての者を意の如くに導くことが出来、そればかりか自身の内面から起こるあらゆる感

情・欲望を正しく制御（せいぎょ）出来、➒（【天人師】・てんにんし） ／天上界・人間界の大導師であり、➓（【仏・世

尊】） ／最高の真理を悟った者、この世において最も尊い存在であるのです』」   

 

【仏の宣言 『如来の四弘誓願』】━ 

【一三五頁 終四行】 （『未だ度せざる者は度せしめ、未だ解（げ）せざる者は解せしめ』） 「『私は『苦の世界』

から抜け出せない者を《救い》出し、苦しみから《解放》させることが出来る者です。／（『未だ安ぜざ

る者は安ぜしめ、未だ涅槃せざる者は涅槃を得せしむ』） 人々を《安らかな境地》に至らせ、いまだ本

当の悟りを開いていない者に対して《尊い悟り》を与えることが出来る者であります』」 

 

【仏の宣言 『すべての者たちよ。ここに集え！』】━ 

【一三五頁 終三行】 （『今世・後世（ごせ）、實（じつ）の如く之（これ）を知る』）「『私は今世の全ての現象のみなら

ず、未来世のすべてを明らかに見通すことが出来ます。つまり、一切の出来事を知り尽くした



4 

 

者であり、《一切種智・いっさいしゅち》という平等・差別の両面を知り、すべてを知る者で【一切知者・

いっさい ちしゃ】、一切を見極める者であり【一切見者・いっさい けんしゃ】、真実の道を知る者であり【知道

者・ちどうしゃ】、真実の道を人々に開く者であり【開道者・かいどうしゃ】、真実の道を説き示す者でありま

す【説道者・せつどうしゃ】。以上のように如来とは尊い希有（けう）の存在です。ですからすべての者

よ。天上界の者も人間界の者も、そして鬼神や全ての者たちよ。／（『皆此（みな ここ）に到（いた）る

べし』）この尊い教えを聞くためにここに集まって来るがよい』と宣言するのでした」 

 

【仏は、あらゆる衆生の機根の程度を知り、悟りへと導く】━ 

【一三五頁 終行】「すると無数の衆生が、仏のもとに集まって来て教えを聞くのでした。如来は／

（『是（こ）の衆生の諸根（しょこん）の利・鈍（どん）・精進・懈怠（けだい）を觀じて、其の堪（た）うる所に隨

（したが）って』）全ての衆生の機根や教えを受け取れる力の程度を見極めており、またどれほど

の精進の心と力を具えているか、さらには、怠ける心をどの程度持っているかなど、その人の

全てを見極めています。／（『爲に法を説くこと種種無量にして、皆歡喜し快く善利を得せしむ』）

そして、その人の程度に応じて数限りない工夫を用いて教えを説き示し、全ての人に喜びを感

じさせ、楽しみながら尊い利益（りやく）を得るように導くのです」 

【一三六頁 三行】「そして人々は仏の教えを聞いた結果、／（『現世安穏にして後（のち）に善處（ぜんしょ）

に生じ、道（どう）を以て樂を受け、亦法（また ほう）を聞くことを得（う）』） 現世、心の安寧（あんねい）を

得て幸せになる身となり、未来に於いても素晴らしい境遇に生まれることが出来るのです。教

えを学び、習学（実践）した結果、安穏（あんのん）に満ちた人生を送り、未来世においても再び

仏の尊い教えを聞くことができるのです。さらに心の一切の迷いや悩みから解放され、仏が説

く様々な方便の教えの中から、自分の力に応じた教えを身につけることができ、／（『漸（ようや）

く道（どう）に入（い）ることを得（う）』）ついには、『最高の悟り』を得ることができるのです」 

 

【仏の教えは『一相一味』 （仏の教えは本質的に、ただひとつ〈一相〉、はたらきもひとつ〈一味〉）】━ 

【一三六頁 六行】「それは丁度（ちょうど）、先に述べた大雲（だいうん）が全ての草木や藪（やぶ）や林、そ

してあらゆる薬草に雨を降り注ぎ、植物は種類や性質に応じて雨を受け止め、おのおのの個性

を活（い）かしながら成長を果たして行くのと同じであります」 

【一三六頁 八行】 （『如来の説法は一相一味（いっそう いちみ）なり』）「如来が説法する教えの本質は『ただ一

つ』であり、はたらきも一つです。つまりそれは、『すべての人を仏の境地にまで導く』という一

事（いちじ）にほかなりません。／（『所謂（いわゆる）、解脱相、離相、滅相なり。究竟（くきょう）して一切

種智（いっさいしゅち）に至る』）いわゆる一切を平等に見るという『空』の見方が出来ることで、物事

の変化にとらわれない境地に至り（解脱相・げだつそう）、一切の差別がなく一方に偏（かたよ）った捉

（とら）われの見方から脱却し（離相・りそう）、自他の区別を無くし、自他一体の見方が出来る境地

（滅相・めっそう）に達し、そして最終的には『差別相・平等相』を完全に見極める『最高の智慧』を具える

境地（一切種智・いっさいしゅち）にまで全ての衆生を導くのです」 

 

【衆生は、『現象や変化』にとらわれないという『功徳』を頂いていることに気づかない】━ 

【一三六頁 終四行】「衆生は如来の教えを聞いて信受し、繰り返し教えを読誦し、教えを実践して行
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くならば、次第に人間としての価値が向上して行くのですが、／（『得（う）る所の功徳自ら覺知

（かくち）せず』） それでも自分は人間として向上するという功徳を得ていることをなかなか自覚

できません。その自覚ができるのは、境地の高くなった人です。それはなぜかと言いますと、

仏法を実生活で実践しても、必ず変化は生じます。しかもその変化が、必ずしも本人の気に入

る現象や変化ばかりとなって現れるとは限りません。そのために起こる現象と変化に心が奪わ

れてしまい、不幸を感じてしまうのです。じつは好ましくない現象や変化であっても、素直に

それにしたがって怠（おこた）らずに仏道の修行を続けて行けば、その『好ましくない現象や変化』自体が、

将来の『幸福の基礎』になるのです。しかし衆生は、その『功徳』に気づかないでいるのです」 

【一三六頁 終三行】「このことがわかるのは、ただ如来だけであります。／（『此の衆生の種相（しゅそ

う）・體性（たいしょう）、何の事を念じ・何の事を思し・何の事を修し～  何の法を得（う）ということを知

れり』）如来は全ての人々がいま現在、声聞・縁覚・菩薩のいずれの機根を具えているのか？ 

さらに現われる本来の相（すがた）とその人が持つ性質や、その人が何を考え、何を思って修行

し、精進しているのか？ また、何を念じて修行しているのか？ さらにはどのような教えに

よって悟りを得ることが出来たのか？ そうしたその人が行うすべての修行と精進の在り方を、

仏は全部見抜いています」 

【一三七頁 一行】（『衆生の種種（しゅじゅ）の地に住せるを、唯（ただ）如來のみあって實（じつ）の如く之（これ）

を見て明了無礙（みょうりょう むげ）なり』）「衆生は、それぞれさまざまな境地にいるのですが、自分

自身がいま現在、どのような境地にいるのかを正しく理解していません。ただ如来だけがそれ

を手に取るようにハッキリと見極めているのです。それは丁度（ちょうど）、先に述べましたよう

に様々な植物が、／（『而（しか）も自ら上中下の性（しょう）を知らざるが如し』） 自分の性質の上・

中・下を知らないでいるのと同様です。しかし如来は、それぞれの人々の境地の違いを見分け

ることが出来ると当時に、／（『如来は是（こ）れ一相一味（いっそう いちみ）の法なりと知れり』）それ

ぞれが受持している教えは『本来は一つ』であるということを知っています。／（『所謂（いわゆる）、

解脱相、離相、滅相、究竟（くきょう）涅槃常寂（じょうじゃく）滅相にして終（つい）に空に帰す』）一切を平

等に見る『空』の見方が出来ることで、人々を物事の変化にとらわれない境地に至らしめ（解脱

相・げだつそう）、一切の差別がなく一方に偏（かたよ）った捉（とら）われの見方から脱却させ（離相・りそう）、

自他の区別を無くし、自他一体の見方が出来る境地（滅相・めっそう）へと導くのです。そして人々は

ひとりでに全てのものと『大調和』する生き方ができるようになり、永遠の安穏（究竟涅槃常寂滅

相・くきょうねはん じょうじゃくめっそう）を得ることができるのです。全ての人が平等に、この『一体感』の境地

（空）に帰することになるのです」 

 

【仏は衆生の機根に合わせて法を説く。いきなり『真理』を説くことはしない】━ 

【一三七頁 五行】「仏は、全ての衆生が本質に於いて『平等』であり、『最高の真理』によって等しく救

われることを知っています。そしてあらゆる人々の心の持ち方や、欲望が千差万別であるとい

うことを見極めています。／（『衆生の心欲（しんよく）を觀（かん）じて之（これ）を將護（しょうご）す』） で

すからそれぞれの心の在り方、機根や願望の違いに合わせて巧みに導いて行くのです。じつは

このことが本当にその人を救って行く方法なのです。／（『是（こ）の故に即（すなわ）ち爲に一切種智

（いっさいしゅち）を説かず』）ですから仏は、いきなり『真理』を説くことはしません」 
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【一三七頁 六行】 （『汝等（なんだち）迦葉、甚だ爲（こ）れ希有なり』）「迦葉（かしょう）をはじめとするお前たち

はこの世では大変貴重な人たちです。なぜ貴重なのかといいますと、／（『諸佛世尊の隨宜（ずいぎ）

の説法は、解（さと）り難く知り難ければなり』）仏が相手の機根に合わせて法を説く『随宜説法・ずいぎせ

っぽう』が大変難しいものであるにもかかわらず、そなた達はその難信難解（なんしんなんげ）の真意

を正しく理解し、信受することができたからです。本当に素晴らしいことです」 

 

【（偈） 一三七頁 終三行】 （『有（う）を破する法王』）「迦葉よ。もう一度言います。如来はさまざまな現象か

ら生じる『苦』を打ち破り人々を救う最高の『法王』です。一人ひとりの機根・性質・欲望（根性欲）

を見極めて、その人に一番適切な方法を用いて法を説くのです。如来の智慧は深遠ですが、／

（『久しく斯（こ）の要を黙して 務（いそ）いで速（すみや）かに説かず』）一番大事な点、すなわち全ての

人が『諸法実相』を悟り、平等に涅槃に達することを急ぎません。時機が来るまで伏せておい

て、『真理』を性急（せいきゅう）に説くことはしないのです。なぜならば、智慧を具えている者は

『真理』を聞いてよく理解し、信受することができるのですが、／（『智なきは疑悔（ぎけ）して 則

（すなわ）ち永く失うべし』）智慧の足りない者が『真理』を聞くと、疑いの心を起こし、かえって永

久にその道から外れてしまうことになるからです。／（『力に隨（したが）って爲に説いて 種種の緣を

以て 正見を得せしむ』） 迦葉よ。このような理由から、仏は人々の能力に応じてふさわしい教え

を説き、人々が『正しいものの見方、正見・しょうけん』ができるように導くのです」 

 

【仏は慈雨を注ぐ『大雲』のように、世界を包み込む存在】━ 

【（偈） 一三九頁 五行】「天上界、人間界の全ての者よ、一心に聞きなさい。／（『皆此（ここ）に到（いた）

って 無上尊（むじょうそん）を觀（み）るべし』）皆ここに来てこの世で最も尊い存在である『仏』を見る

がよい。『仏』は、他の者たちが決して及ばない『最高の存在』です。／（『世に現じて大衆の爲に 

甘露（かんろ）の淨法（じょうほう）を説く』）『仏』はすべての人々を安穏な境地へ導くためにこの世に現

われ、そして甘露（かんろ）のように誰もが有難く思う『清く美しい教え』を説くのです」 

【（偈） 一三九頁 終四行】「私は全ての人々を差別なく『平等』に見ています。／（『彼此（ひし）・愛憎（あいぞう）

の心あることなし 我貪著（とんぢゃく）なく 亦（また）限礙（げんげ）なし』）ある特定の人だけを可愛がり、

あるいは憎むということはありません。特定の人に対しての愛着や、身贔屓（みびいき）をする

ことはなく、分け隔（わけ へだ）てをすることはありません。／（『恒（つね）に一切の爲に 平等に法

を説く』） 常に一切の人々に隔（へだ）てなく『平等』に法を説くのです。仏は、身分の上下や行い

の善悪、礼節の有無、理解力の優劣や価値観の善悪などにとらわれ、人々の相違に関係なく法

を説きます。／（『一人（にん）の爲にするが如く 衆多（しゅた）も亦（また）然（ しか）なり』）一人の人に説

く同じ教えを、他の多くの人にも変わりなく説き、等しく『教えの雨』を注ぐのです」 

【（偈） 一三九頁 終行】（『常に法を演説して 曾（かつ）て他事（たじ）なし』）「私は、教えを説くことだけに集中

し、ただ衆生を救うために法を説くのです。そして、雨が地上をあまねく潤（うるお）すように、

世間の隅（すみ）ずみに教えを行きわたらせるのです。それは人々の身分や地位、素行（そこう）

の良し悪し、正見の人や邪見（じゃけん）の人、理解力の深浅（しんせん）、根性欲（こんじょうよく）が

様々に違う人々に対して、まったく同じように教えを降り注ぎ、そのことを懈（おこた）り、怠

（なま）けたり、あきらめることなど致しません」 
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【等しく『法雨』を受ける衆生は、その受け止め方は様 】々━ 

【（偈） 一四〇頁 三行】（『我が法を聞く者は 力の受くる所に隨（したが）って 諸（もろもろ）の地に住す』） 「私の法を

聞く者は、自分自身の能力や受け取り方の違いで、さまざまな境地に達っします。ある者は

人々から重んじられる人となり、天上界に生まれ、帝釈天（たいしゃくてん）や梵天（ぼんてん）など

最高の神々と感応同交（かんのう どうきょう）する人となるでしょう。／（『是（こ）れ小の薬艸（やくそう）

なり』）しかしこのような人は、譬（たと）えると『小さな薬草』のような人です」 

【（偈） 一四〇頁 五行】「またある人は清浄な教えを学び尽くした結果、心の迷いを去って六つの神通

力を得ることが出来ます。つまり『天眼通・てんげんつう ／（普通の人には見えないものを見通す力）』、『天耳通・てんにつ

う／（普通の人には聞こえないものを聞く力）』、『他心通・たしんつう／ （人の心を見通す力）』、『宿命通・しゅくみょうつう ／（前世を知る力）』、

『神足通・じんそくつう ／（一瞬にどこにでも行ける力）』、『漏尽通・ろじんつう ／（自由自在に心の迷いを取り除く力）』を具えて『縁覚の

悟り』に達したとしましょう。／（『是（こ）れ中の薬艸（やくそう）なり』）しかしこれは、『中くらい

の薬草』に譬えることが出来ます」  

【（偈） 一四〇頁 七行】（『我當（まさ）に作佛すべしと 精進・定（じょう）を行ずる』）「そして、『仏の境地』を求

め、自分は必ず仏の境地になるのだと懸命に努力『精進』して一心に『禅定』を行じる人は、／

（『是（こ）れ上の薬艸（やくそう）なり』）『上（じょう）の薬草』と譬えることが出来ます。 

【（偈） 一四〇頁 八行】「仏の子としていつも『仏道』に専心（せんしん）し、人々に対して『慈悲行』を実践し、

さらには『自分は仏の境地に達するのだ』と信じて疑わないような人は、／（『是（こ）れを小樹（しょ

うじゅ）と名（なづ）く』） 『小さな木・小樹（しょうじゅ）』に譬えることが出来ます」 

【（偈） 一四〇頁 終三行】「そして神通力を具え、（『無量億百千の 衆生を度する 是（かく）の如き菩薩を名（なづ）

けて大樹（だいじゅ）と爲（な）す』）無数の人々を迷いの世界から救い、悟りの世界へと導く菩薩を、

『大きな木・大樹』と名づけることが出来ます」 

 

【『法雨』を受ける者の受け止め方に違いがあっても、必ず仏に成ることができる】━ 

【（偈） 一四〇頁 終二行】「仏の慈悲と教えは、あらゆるものに平等に降り注ぐ『雨』だと言えます。仏は

ただ一つの根本の『真理』をさまざまな説き方で説くのであって、仏の智慧を『大海』に譬えれば、

／（『佛の智慧に於ては 海の一滴の如し』） 仏が説く法はその海の中の一滴であると言えます。

しかし一滴の水と海とは同じであり、違いはありません。つまり本質的には何ら違いはないの

であります」 

【（偈） 一四二頁 一行】 （『迦葉（かしょう）當（まさ）に知るべし 諸（もろもろ）の因縁 種種（しゅじゅ）の譬諭を以て 佛

道を開示す 是（こ）れ我が方便なり 諸佛も亦然（また しか）なり』）「迦葉（かしょう）よ。よく知りなさい。

私が過去の様々な実例をあげて法を説き、譬えを用いて仏の智慧を分かりやすく示すのは、私

の考えた正しい手段・方便であり、これまでの諸仏も同様に行ってきたことであります。／

（『今汝等（なんだち）が爲に 最實事（さいじつじ）を説く』） しかし、今こそお前たちのために『真実』を

述べるのです。諸々の声聞たちは、まだ迷いを本当に去ったとは言えませんが、／（『汝等（なん

だち）が所行（しょぎょう）は 是（こ）れ菩薩の道なり 漸漸（ぜんぜん）に修學して 悉（ことごと）く當（まさ）に成

佛すべし』）皆さんの修行はとりもなおさず『菩薩の道』を歩んでいることにほかなりません。こ

れからも段々と学び、教えをしっかりと実践して修行して行けば、皆さんは必ず、『仏の境地』

に達することができるでしょう」 
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世尊はこのように、摩訶迦葉（まか かしょう）をはじめとする聴聞（ちょうもん）の者たちに、『仏に成

る保証』を示され、お励ましをくださったのでした。そして、次に（『授記品』で）四大声聞一人

ひとりに対して、具体的に『成仏の保証・記』を授けるのでした。 

 

◇     ◇     ◇ 

正説
しょうせつ

（段）・領解
りょうげ

（段）・述
じゅつ

成
じょう

（段）・授記
じ ゅ き

（段）   

【正説・しょうせつ】≪仏→聴聞者≫仏が正法を説く。 ⇒ 【領解・りょうげ】≪聴聞者→仏≫説法を聴聞した

者が、理解した内容を仏に述べる。 ⇒ 【述成・じゅつじょう】≪仏→聴聞者≫領解の正しさを仏が認

めてさらに説き示す。⇒ 【授記・じゅき】≪仏→聴聞者≫未来に於いて、仏に成れる保証を与える。 

 

功
く

 徳
どく

                            (P25・1行／P17・終4行) 

一口にいえば、「人を導き、世を救う徳とはたらき」ということになりましょう。～〈功

能福徳・こうのうふくとく〉と言う意味です。～ 『維摩経義記・ゆいまきょう ぎき』に、「功徳とは福徳。

福は福利。〈人を幸いにする行ない〉をいう。～  『功』とは「効能」のこと。善い行いには、他

を助け、潤（うるお）し、利益（りやく）を与えるはたらきがある。ゆえに「功」と名付ける。し

かも、善い行いは、他を利益（りやく）するばかりでなく、それがそのまま自分の『徳』となる」

とあります。 

もともと「功徳」とは〈受ける〉ものではなく、〈与える〉ものであります。～  〈与える〉ことそれ

自体が〈受ける〉ことになるのです。 

人を幸いにするような行いをすれば、その行いが自分をも高めるのです。～ 「善能（ぜん よ）く

資潤（しじゅん）して行人（こうじん）を福利する」（『維摩経義記』）。 行人とは施す人ということです。善い行い

を施せば、それは知らず知らずのうちにその人の全身全霊に沁（し）み渡って、その人の人格

を潤（うるお）し、高めるのです。すなわち『徳』となるのです 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ①》 

  

(P28・終5行／P20・3行) 

しかし、ここで気を付けねばならないのは、善い行い自体がそのまま自分にはねかえって

来るのだと誤解してはならないことです。 

 そうではなく、善い行いを積み重ねることによって、自分の生き方がひとりでに本来進むべ

き「正しい軌道」に乗るからこそ、それが健康や環境に現れてくるのです。 

「善い行いを施せば、それは知らず知らずのうちにその人の全身全霊に沁み渡って、その

人の人格を潤（うるお）し、高めるのです。すなわち『徳』となるのです」と、庭野開祖は示します。 

━ それでは、私は「善い行い」を実践することによって、自身の人格を「潤（うるお）し、高め」

ようと意識しているか？（日頃、少しでもそのことを思っているか？）ふり返ってみましょう。 



9 

 

（ですから、自分に返ってくる功徳を期待する善い行いは、 ━  勿論、しないよりいいことなのです

が━  往々にして裏切られることが多いわけです。） 

※ 梁（りょう）の武帝に対して、達磨大師が「無功徳」と喝破。(P29・3行／P20・9行) 

 

≪功徳の定義≫                                      (P30・2行／P21・4行) 

功徳とは、「善い行ないによって他人や世の中を利益（りやく）すれば、それが自動的に自分の徳を高

める結果となり、それがまた他人や世の中を利益する原動力となる。その『無限の循環のはたらき』を

功徳という」。 

『如来は一切諸法の歸趣
きしゅ

する所を觀知
かんち

し、亦
また

一切衆生の深
じん

心
しん

の所 行
しょぎょう

を知って』 （一三四頁 六行） 

「如来は、この世のすべての物事がこれからどのように変化し行き着いて行くかを、手に取る

ように判っており、あらゆる人々が何を考え、何を願っているか、心の奥の動きまでを知り、何を行

い、何を行おうとしているかを全て見抜いているのであります」 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ②》 

 

三
さん

草
そう

二
に

木
も く

の譬
たと

え                       (P37・2行／P27・1行) 

《根こん・茎きょう・枝し・葉よう》 これらは信仰における四つの要素をさしているものです。つまり

《根・こん》 は「信」。《茎・きょう》 は「戒」。《枝・し》 は「定」。《葉・よう》 は「慧」です。 

草木にとって一番大切なのは「根」です。これがなくては茎も枝も葉も出ません。それが

「信」です。強い「信」があってこそ「戒」も守れます。「戒」を守るから「定」の境地に入ってい

くこともできます。その「定」によってこそ実相を知る「慧」を得ることもできるのです。 

 

人間
にんげん

の価値
か ち

を決定
けってい

するもの               (P39・2行／P28・7行) 

人間の価値を決定するものには二通りあります。「外面的」なものと「内面的」なもの。 

○「外面的」な価値とは、自分の頭脳や才能、性格や体力に応じ、自分の持っている力を精一杯

に発揮し、それぞれの職業・役割において世の中のために充分尽くすことが出来るかどう

か、これこそがその人の人間としての価値を決定するものなのです。 

○「内面的」な価値とは、つまり「心」です。立派な正しい精神を持ち、人のために尽くしながら

美しく生きていく人こそ、人間らしい人間、価値ある人間です。この「内面的」価値こそ、

外面的なものよりも深く人間としての価値を決定するものです。 

 この外面・内面の人間的な価値を充分に発揮する人こそ「菩薩」というのです。 

 

『如来は一切諸法の歸趣
きしゅ

する所を觀知
かんち

し、亦
また

一切衆生の深
じん

心
しん

の所行
しょぎょう

を知って』の経文に

触れて、あなたは何を感じ、何を思いますか？  かみしめてみましょう。 
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仏の十号
じゅうごう

                       (第２巻P179・3行／P133・7行) 

すべて、仏さまの尊称。十の尊称。 

＜如来・にょらい＞… 真如から来た人。真如の体現者。 

＜応供・おうぐ＞… 供養を受けるにふさわしい人。尊敬を受けるに値いする人。 

＜正徧知・しょうへんち＞… 世のあらゆる物事に徧（あまね）く行き渡る正しい智慧を具えた人。 

＜明行足・みょうぎょうそく＞… 「明」智慧、「行」実践、の二つが満ち足りている人。 

＜善逝・ぜんぜい＞… 善（よ）く逝（さ）った、迷いを完全に除き去った人。 

＜世間解・せけんげ＞… 人がそれぞれ違った境遇を背負っているのを見分ける力。 

世間のことをよく知る人。因果の理を解了する人。 

＜無上士・むじょうじ＞… この上ない立派な人。無上の人格を成就した人。 

＜調御丈夫・じょうごじょうぶ＞… 素晴らしい調教師のように、どんな人をも思うままに導ける人。 

そればかりか自身の内面に起こるあらゆる感情・欲望を正しく制御（せいぎょ）出来る人。 

＜天人師・てんにんし＞… 「天」天上界、「人」人間界の大導師。 

＜仏・ぶつ＞… ブッダ。悟った人。 

＜世尊・せそん＞… 「世」世の中で、「尊」最も尊重される人。 

※〈仏〉〈世尊〉を合わせて〈仏世尊〉とする説。または〈仏〉までを仏の十号として 

〈世尊〉は別の尊号とする諸説あり。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ③》 

仏の四
し

弘
ぐ

誓願
せいがん

                       (P46・4行／P33・終3行) 

この四弘誓願は、仏を信じ、仏法を学び、仏道を成じようとする者にとって、基本的な共

通の総願（そうがん）ですから、よくよく胸に叩き込んで頂きたいものです。 

《仏の四弘誓願》           《菩薩の四弘誓願》 

『未（いま）だ度（ど）せざる者は度せしめん』  「衆生無辺誓願度」衆生の数は無限であろう 

   とも、必ず一切を度（すく）おうと誓願する。 

『未（いま）だ解（げ）せざる者は解せしめん』  「煩悩無数誓願断」煩悩の数は無限であろう 

          とも、必ず全てを断ち切ろうと誓願する。 

『未（いま）だ安（あん）ぜざる者は安ぜしめん』  「法門無尽誓願学」仏の教えは無尽であろう 

          とも、必ず学び尽くそうと誓願する。  

『未（いま）だ涅槃（ねはん）せざる者は涅槃を得せしめん』 「仏道無上誓願成」仏の悟りは無上であろう 

             とも、必ず成就しようと誓願する。 

『如来の十号』の中の【応供】と【調御丈夫】ついて━ 

たとえば人から『感謝』されたり、『讃え』られた際、あなたはそれを「どのように受け

て」いるか？（【応供】） また、厳しい外的条件をコントロールして乗り越えたり、自身の

内面に起こる感情・欲望を正しく制御しているか？（【調御丈夫】） 

 日頃の自分はどうであるか、ふり返ってみましょう。 
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『我
われ

は爲
こ

れ如
にょ

來
らい

 兩
りょう

足
そく

の尊
そん

なり 世間
せけん

に出
い

ずること 猶
な

お大
だい

雲
うん

の如
ごと

し 一切の枯
こ

槁
こう

の衆生を充
じゅう

潤
にん

にして 皆
みな

苦を離
はな

れて安
あん

穩
のん

の樂
らく

 世間の樂
らく

 及
およ

び涅槃
ねはん

の樂
らく

を得
え

せしむ』  

⇒ 《仏の使命》を宣言。 （（偈）一三九頁 三行） 

 

知
ち

道
どう

（者） ・ 開
かい

道
どう

（者） ・ 説
せつ

道
どう

（者）             (P56・終4行／P41・3行) 

『我は是れ一切知者・一切見者・知道者・開道者・説道者なり』 （一三五頁 終二行） 

「知道者（意）・開道者（身）・説道者（口）」とは、仏さまの身・口・意の三業の素晴しさを示しま

す。～ 身・口・意の三業に仏法を行なってこそ、本当の仏子であり、法華経の行者です。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⓸》 

 

現
げん

世
ぜ

利
り

益
やく

の原
げん

理
り

                      (P62・4行／P45・7行) 

『是
こ

の 諸
もろもろ

の衆生
しゅじょう

、 

 

是
こ

の法を聞き已
おわ

って、現
げん

世
ぜ

安
あん

穩
のん

にして後
のち

に善
ぜん

處
しょ

に生じ、道
どう

を以
もっ

て樂
らく

を受け、亦
また

法を聞く

ことを得
う

』 （一三六頁 三行） 

『現世
げんせ

安穩
あんのん

にして…』 これはひじょうに大切な問題です。この世においても安らかな生活

ができるということです。～ もしわれわれが見方を変えれば、物事の姿もまるっきり違ってくる

のです。『三界
さんがい

は唯心
ゆいしん

の所
しょ

現
げん

』であり、心が変われば物事も変わるというのは、不滅の真理な

のです。 

 

功
く

徳
どく

のあらわれはさまざま                (P73・3行／P53・７行) 

功徳とは、人間としての価値が向上してくることです。～  仏法を信じ、一心にまなび、

実践しているうちに、実生活のうえにも必ず変化が起こります。しかしそれは、必ずしもその

本人の気に入るような変化であるとは限りません。～  その時点では気に入らぬ変化でも、仏

「身・口・意の三業に仏法を行ってこそ、ほんとうの仏の子であります」と庭野開祖は教示していま

す。 ━ では私は、学んだ仏さまのみ教えを、少しでも「実践し・人々に教えを説く（お分け

をする）」を、「身口意の三業」に落とし込んで実践しているか？ 振り返ってみましょう。 
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道の修行を怠らず続ければ、その気に入らぬ変化自体が、長い将来の幸福の基礎となるのです。 

 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑤》 

 

自分の存在
そんざい

価値
か ち

を知れ                (P78・終4行／P57・終5行) 

〈種種（しゅじゅ）の地〉というのは、それぞれの人間の存在価値ということです。 

人間は何らかの理由があってこそ、この世に出現しているのです。～  ところが自分でそ

れを正確に知るのは難しいことです。多くの人は、自分が宇宙の間に占めている位置、つまり

自分の本当の価値というものを知らず、また考えようともしません。～  しかも、『如來は是

れ 一相一味の法なりと知れり』と仰せになっている通り、「すべての人間は平等の存在なので

す」。～  我々は、人間社会における自分の受け持ち、存在価値について、誇りを持たなけれ

ばなりません。全ての人がそれをやってこそ、人間社会は円滑に運行し、そして限りなく進展

していくのです。 

 

『所謂
いわゆる

、解脱相、離相、滅相なり、究竟して一切種
しゅ

智
ち

に至る』 （一三六頁 終五行 ） 

➀ 一切を平等に見るという【空】の見方が出来ることで、 

      ⇓ 

➁ 物事の変化にとらわれない境地に至り（【解脱相】・げだつそう）、 

      ⇓ 

➂ 一切の差別がなく一方に偏（かたよ）った捉われの見方から脱却し（【離相】・りそう）、 

      ⇓ 

➃ 自他の区別を無くし、自他一体の見方が出来る境地（【滅相】・めっそう）に達し、 

      ⇓ 

➄ そして最終的には『差別相・平等相』を完全に見極める『最高の智慧』を具える境地 

（【一切種智】・いっさいしゅち）にまで全ての衆生を導く。 

 

 

 

 

 

 

 

「功徳は、必ずしもその本人の気に入るような変化であるとは限りません」 「その気に入らぬ変化自

体が、長い将来の幸福の基礎となる」と庭野開祖は説きます。━ 

この教示をあなたはどのように受け止めますか？ かみしめてみましょう。 
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仏法
ぶっぽう

の三つの特質
とくしつ

                (P92・1行／P67・終3行) 

➊ 『大雲
だいうん

の世
せ

間
けん

に起
おこ

って 徧
あまね

く一切
いっさい

を覆
おお

う』（一三八頁 二行） 「雲」は、もともとは大地の水

蒸気が立ち昇って出来たものであると同様に、仏教は世間において起ったものであります。天

の神といった目に見えぬ存在が天降（あまくだ）ってできたものでなく、「人間の・人間による・人間

のための」教えです。このことが仏法の第一の特質です。 

➋ 仏法は『
「

徧
あまね

く一切を覆
おお

う』ものであり、決して特定の民族や階級だけのものではありません。

これが仏法の第二の特質です。 

➌ 全ての人々は何らかの苦しみや悩みを持っています。打ち続く日照りのもとで草木が雨を

待ち望むように、心の渇きを潤すものを欲しています。～  心の渇きをいやしてくれるもの

は〈本当の智慧〉であるというのです。永久的に心の苦しみを救うのは真理を知る〈智慧〉よりほか

にはないのです。これが仏法の第三の特質です。 

 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑥》 

 

万物
ばんぶつ

と仲よしになる                 (P104・3行／P77・4行) 

『涅
ね

槃
はん

の樂
らく

』（一三九頁 五行） 最高の涅槃とは、全ての現象から超越するところにあるのでは

なくて、「全ての現象（万物）と仲よしになる」ところにあります。すなわち、万物と大調和

し、すべてを正しく生かしながら、自分も正しく生きていく。 

 

貪著
とんじゃく

・限
げん

礙
げ

なし                      (P111・終3行／P83・5行) 

『貪 著
とんじゃく

なく 亦
また

限
げん

礙
ぎ

なし』（一三九頁 終三行） どうしたら愛情の出し惜しみや、人に対する分

けへだてを無くすることができるのでしょうか？  

 一番簡単な方法は「ことあるごとに、仏さまを思い出してみる」ことです、「仏さまはどうか？」とふ

り返ってみることです。～  これが仏さまの大きな徳なのであります。 

『仏法』の特質とは、 ➊「人間の・人間による・人間のための」教え。 ❷「決して特定の民族

や階級だけのものではありません」。 ➌「永久的に心の苦しみを救うのは真理を知る≪智慧≫

よりほかはない」であると庭野開祖は説きます。 

━ このことについて、あなたはどのように受け止めますか？  

かみしめてみましょう。 
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《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑦》 

 

背
そむ

くものにも説く                     (P115・1行／P85・終2行) 

『貴賤
きせん

・上下 持戒・毀
き

戒
かい

・威儀
い ぎ

具足
ぐそく

せる 及び具足せざる～等しく法
ほう

雨
う

を雨
ふ

らして懈倦
けげん

な

し』 （一四〇頁 一行） 

身分や地位の上下にかかわらず等しく法を説くのは、少し修行を積んだ人ならできること

ですが、堕落した者にも、不作法で礼儀をわきまえない者にも、間違った思想にとらわれてい

る者にも、同じ気持ちで説くというのは大変なことです。～  仏さまは、～  根気よくお教

えになるのです。いいようもないほどありがたいことです。 

 

大樹
たいじゅ

とは                         (P125・終5行／P93・終4行) 

『神通に安住して 不退の輪を轉
てん

じ 無量億百千の 衆生を度する 是
かく

の如き菩薩を 名
なづ

けて大樹
たいじゅ

と爲
な

す』 （一四〇頁 終三行） 

〈人を救う大道〉は、真理によって心の改造をしてあげることにほかなりません。このような

行いのできる人こそ、もっとも価値ある存在であり、〈大樹〉なのであります。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑧》 

 

拈
ねん

華
げ

微笑
みしょう 

                         (P139・1行／P103・終3行) 

「言葉を使わず、心から心へ伝えること。また、伝えることができること。以心伝心。「拈華・

ねんげ」は花をひねる意。（「拈・ねん」は、指先でひねること）」   （『三省堂 新明解四字熟語辞典』） 

 ※大梵天王が金波羅華（こんばらげ）という花を釈尊に捧げ、法を説く釈尊が黙然（もくねん）として魔訶迦 

葉（まかかしょう）と目が合い、魔訶迦葉が微笑して釈尊と以心伝心、法の会話ができた故事にちなむ。 

私は、この庭野開祖の教示のように、愛情の出し惜しみや、人に対する分けへだてを無

くすために、「ことあるごとに、仏さまを思い出してみる」、 「仏さまはどうか？」ということを心が

けているか？  日頃のご自身の信仰姿勢を振り返ってみましょう。 

『大樹』とは「人を救う大道を歩み、真理によって人をお救いしようとする人」であり、

「このような人こそ、『もっとも価値のある存在』である」と庭野開祖は説きます。そして「私

たちは皆、『大樹』になる道をすでに歩み始めているのです」と示しています。 

━ この『もっとも価値のある存在』である『大樹』に成る道を、私たちは、すでに歩み始

めているという教示を、あなたはどのように受け止めますか？  

https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E6%8B%88%E8%8F%AF/
https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E6%8C%87%E5%85%88/
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三
さん

草
そう

二
に

木
も く

の譬
たと

えの要点
ようてん

                 (P148・1行／P110・5行) 

この譬えは、仏法のはたらきについてお説きになったものであります。すなわち、「仏の救

いにはいろいろな形があるように見えるけれども、根本においては、仏の教えはただ一つであ

り、全ての人びとに対して平等に注がれるものである。それを受ける人びとの形の上にあらわ

れた天分・性質・環境その他の条件が違うからこそ、形の上にあらわれた仏の教えも、その救

いの結果も違うように見えるだけのことである。しかし、形の上では違っているようでも、つまり

は全ての人を平等に救うものであって、そこが仏法の至妙（しみょう）なところである」というのが

その（三草二木の譬えの）要旨です。 

⇒ この譬えに込められた眼目は、 

〈仏法の救いの、形のうえにあらわれた差別相と、本質における平等相を知れ〉ということでありま

す。～  まず〈人間というものの、形のうえにあらわれた差別相と、本質における平等相〉を、この譬

えによって悟らなければなりません。 

《思
し

惟
ゆい

のふりかえり まとめ》 

 

 

以 上 

今日の『薬草諭品』 の学びを通して、何を学び取ったか？ 

（または、何を一番強く感じ、受け止めることができたか？）  振り返ってみましょう。 


